
去
る
二
十
四
日(

金)

午
後

会
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
ま
し

五
時
半
よ
り
、
平
成
二
十
七

た
。
全
体
会
の
中
で
、
校
長
先
生
か
ら
は
「
生

年
度
の
部
活
動
結
成
会
が
行

徒
の
皆
さ
ん
の
返
礼
が
素
晴
ら
し
い
」
と
の
言

わ
れ
ま
し
た
。

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
チ
ー
ム
の
団
結

校
歌
斉
唱
や
校
長
先
生
の

や
勝
利
し
た
と
き
の
喜
び
、
ま
わ
り
の
愛
情
を

あ
い
さ
つ
、
部
活
動
主
任
の

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
感
謝
す
る
心
を
忘
れ

足
立
忠
敬
先
生
に
よ
る
「
部

な
い
で
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
ハ
ー
リ
ー
は
、
沖
縄
だ
け
で
な
く
、
中

活
動
の
活
動
方
針
」
、
会
計

部
活
動
主
任
か
ら
は
、
活
動
を
通
し
て
、「
心

国
の
影
響
を
受
け
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ベ
ト
ナ

の
與
儀
愛
先
生
に
よ
る
「
会

技
体
」
を
高
め
た
い
。
勝
利
至
上
主
義
で
は
な

ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

計
報
告
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
、「
文
武
両
道
」
を
目

去
る
二
十
七
日(

火)

生
徒
会
朝
会
に
て
、
那

ト
レ
ー
ス
と
い
う
形
で
競
漕
が
行
わ
れ
て
い
ま

さ
ら
に
、
各
部
活
動
顧
問

指
し
た
い
。
小
中
で
取

覇
ハ
ー
リ
ー
選
手
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
。
私
は
十
七
年
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本

・
コ
ー
チ
紹
介
及
び
委
嘱
状

り
組
ん
で
い
る
「
み
そ

音
楽
と
手
拍
子
の
な
か
で
の
選
手
入
場
に
始

人
学
校
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

交
付
へ
と
続
き
、
全
体
会
終

あ
じ
」
の
徹
底
も
図
り

ま
り
、
校
歌
斉
唱
、
男
女
キ
ャ
プ
テ
ン
の
決
意

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
リ
バ
ー
で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ

了
後
は
各
部
活
ご
と
に
保
護

た
い
。
最
終
的
に
は
、

表
明
、
生
徒
代
表
に
よ
る
激
励
、
名
嘉
ゆ
り
子

ー
ス
を
み
て
沖
縄
の
ハ
ー
リ
ー
競
漕
と
殆
ど
同

者
会
を
行
い
、
自
己
紹
介
の

部
活
動
を
活
性
化
し
て

校
長
先
生
に
よ
る
激
励
の
あ
い
さ
つ
へ
と
続
き

じ
だ
っ
た
の
を
み
て
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
、
ハ

後
、
顧
問
の
活
動
方
針
や
入

行
き
た
い
と
の
こ
と
で

ま
し
た
。

ー
リ
ー
じ
ゃ
な
い
か
と
驚
い
た
も
の
で
す
。

部
手
続
き
、
役
員
選
出
等
を

し
た
。

校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

那
覇
ハ
ー
リ
ー
は
、
一
九
七
五
年
に
復
活
し

行
い
ま
し
た
。

部
活
動
が
変
わ
れ
ば
、

始
業
式
に
う
り
ず
ん
と
い
う
季
節
の
あ
い
さ

て
、
今
年
は
四
〇
年
目
に
な
り
ま
す
。
沖
縄
の

そ
の
後
、
各
部
の
代
表
者

学
校
全
体
の
雰
囲
気
が

つ
を
し
ま
し
た
。
今
季
節
は
若
夏
へ
と
変
わ
っ

ハ
ー
リ
ー
行
事
の
中
で
は
最
大
規
模
だ
そ
う
で

に
よ
る
「
部
活
動
育
成
会
」

変
わ
り
ま
す
。「
パ
ワ
ー

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
本
格
的
で
は
な
い
け

す
。
ハ
ー
リ
ー
に
使
わ
れ
る
三
隻
の
爬
竜
船
の

が
あ
り
、
部
活
が
ん
ば
ろ
う

ア
ッ
プ
！
神
原
中
」。

れ
ど
次
第
次
第
に
夏
の
暑
さ
が
感
じ
ら
れ
る
季

色
は
、
濃
緑
色
が
「
那
覇
」
、
黄
色
が
「
久
米
」
、

節
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
若

黒
色
が
「
泊
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
隻
で

夏
と
い
う
季
節
の
到
来
と
同
時
に
ハ
ー
リ
ー
が

競
漕
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
時
は
「
那
覇
」
は
日

や
っ
て
き
ま
す
。

本
、
「
久
米
」
は
中
国
、
「
泊
」
は
沖
縄
を
象
徴

毎
年
三
年
生
は
、
こ
の
ハ
ー
リ
ー
で
最
上
級

す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
か

生
と
し
て
の
力
強
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
三

つ
て
の
那
覇
ハ
ー
リ
ー
に
選
抜
さ
れ
た
人
は
家

年
生
の
皆
さ
ん
は
ハ
ー
リ
ー
に
向
け
て
朝
も
放

を
あ
げ
て
の
名
誉
な
こ
と
と
な
り
、
選
ば
れ
た

課
後
も
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
大
変

人
の
家
庭
で
は
、
祝
い
饅
頭
が
配
ら
れ
る
こ
と

よ
く
頑
張
る
頼
も
し
い
三
年
生
で
す
。

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ハ
ー
リ
ー
は
約
六
百
年
前
に
中
国
か
ら
伝
わ

神
原
中
の
生
徒
全
員
の
安
全
と
健
康
と
平
和

っ
た
も
の
で
、
琉
球
王
朝
時
代
に
は
、
爬
竜
船

を
祈
念
し
な
が
ら
一
生
懸
命
漕
い
で
く
だ
さ
い
。

（
は
り
ゅ
う
せ
ん
）
を
漕
ぎ
競
い
合
う
こ
と
で

心
を
一
つ
に
し
て
精
一
杯
漕
い
で
、
神
中
パ
ワ

国
（
琉
球
）
が
平
和
で
民
が
安
ら
か
に
暮
ら
せ

ー
と
団
結
の
力
を
発
揮
し
て
下
さ
い
。

そ
の
思

る
こ
と
を
願
う
行
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

い
が
、
学
校
の
安
泰
に
つ
な
が
り
ま
す
。

選手代表決意!!
☆男子キャプテン(古波蔵優貴)
最初は殆どの男子が、ハーリ

ーへの関心が薄く、メンバーも
集まらない状況でした。また、
練習中にも私語や水のかけ合い
などが始まり、全く話にならな
い有様でした。
しかし、日を重ねるにつれ、

一人一人がハーリーメンバーと
しての自覚を持ち始め、皆が真
面目に練習に取り組めるように
なりました。また、人数も少し
ずつ増えていき、ハーリー参加
人数の定員ギリギリまで集まり
ました。
那覇ハーリー本番では、優勝

することは勿論ですが、全力を
出し切って、悔いの残らないよ
うに精一杯頑張りたいと思いま
す。応援よろしくお願いします。

☆女子キャプテン(西村優紀)
私たちは、女子監督の佑作先

生、コーチの大川先生・上原さ
んに指導してもらい日々練習に
はげんできました。
練習を始めたころは、こぎか

たも分からず、みんなのカイも
全くそろいませんでした。でも、

（後に続く）

平成27年
4月30日

神原中
不定期04号

部活動結成会!!
－各顧問･コーチの紹介・委任状－ 神

中
し
ー
ぶ
ん

(前より続く）

たくさん練習を重ねていくう
ちに船も前より進むようにな
り、カイもそろうようになり
ました。
女子は元気いっぱいでやる

気もあるので、女子全員みん
なで心を一つにして優勝を目
指したいと思います。応援よ
ろしくお願いします。

部活コーチ!!
☆男子バスケットボール部

比嘉 良成
☆女子バスケットボール部

我謝 清
☆卓球部

高山 朝光
大城 篤

☆バドミントン部
仲地 由美子
座間味 毅

子ども達の健やかな成長の
ため、ご協力お願いします。

ハ
ー
リ
ー
激
励
会
！


